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と
って
お
き
の
話

只見学

会
津
各
地
に
所
蔵
さ
れ
る

　
　
　
　
祐
俊
書
写
の
書
物

　
玄
純
房
祐
俊
は
、
黒
谷
の
原
田
拓

夫
家
に
あ
っ
た『
神
皇
正
統
記 

只
見

本
』
を
書
写
し
た
僧
で
す
。
中
世
の

書
物（
写
本
）は
、
師
か
ら
弟
子
へ
と

学
問
が
伝
授
さ
れ
た
時
に
、
弟
子
が

写
す
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
で
す
。

写
本
の
奥
書
に
は
、
伝
授
の
証
し
と

し
て
書
写
し
た
時
と
場
所
、
師
と
弟

子
の
名
と
年
齢
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
神
皇
正
統
記 

只
見
本
』
も
、
こ
れ

に
よ
っ
て
来
歴
が
判
明
し
た
の
で
す
。

今
回
は
、
そ
の
玄
純
房
祐
俊
（
一
五

四
七
〜
一
六
〇
七
以
降
）
の
足
跡
を

た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
祐
俊
が
書
写
し
た
書
物
は
、
只
見

町
で
は
黒
谷
の
瀧
泉
寺
に
多
く
所
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。
只
見
の
修
験
吉
祥

院（
五
十
嵐
義
博
家
）に
も
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
金
山
町
玉
梨
の
常

楽
寺
、
南
会
津
町
糸
沢
の
龍
福
寺
、

会
津
若
松
市
相
生
町
の
自
在
院
に
も

所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
か

〝
書
物
の
郷
〞只
見
町
で
の
書
物
調
査
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
③

―
玄げ

ん

純じ
ゅ
ん

房ぼ
う

祐ゆ
う

俊し
ゅ
ん

の
学
問
と
書
物
を
求
め
る
旅
―

つ
て
下
郷
町
水
抜
の
修
験
円
学
院
に

あ
っ
た
祐
俊
筆
の
『
和わ

漢か
ん
朗ろ
う
詠え
い
集し
ゅ
う

私し

註ち
ゅ
う』（
現
、
慶
應
義
塾
大
学
蔵
）
を
含

め
る
と
約
一
五
〇
点
に
も
な
り
ま
す
。

上か
み

方が
た

か
ら
下
向
し
た
祐
俊

　
祐
俊
は「
関
東
二
度
下
向
」（『
開か
い

心し
ん

秘ひ

決け
つ 

六
』
常
楽
寺
蔵
）と
記
し
て
お

り
、
京
都
を
中
心
と
し
た
上
方
（
畿

内
）
の
出
身
で
、
関
東
・
東
北
に
二

度
下
向
し
た
僧
で
し
た
。
天
正
四
年

（
一
五
七
六
、
二
十
九
歳
）か
ら
天
正

七
年（
三
十
二
歳
）の
写
本
が
早
い
も

の
で
、
祐
俊
が
上
方
で
伝
授
し
て
書

写
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
一
度
目
の
下
向
は
、天
正
九
年（
三

十
四
歳
）
か
ら
天
正
十
九
年
ま
で
の

一
〇
年
間
で
す
。
そ
の
前
半
、
天
正

十
三
年（
三
十
九
歳
）ま
で
は
、
祐
俊

は
談
義
所（
学
問
所
）で
あ
る
下
野
国

宇
都
宮
在
の
金
剛
定
寺
（
栃
木
県
宇

都
宮
市
上
桑
島
町
）
で
、
師
の
長

ち
ょ
う

善ぜ
ん

房ぼ
う
祐ゆ
う
宜ぎ（
一
五
三
六
〜
一
六
一
三
）か

ら
伝
授
を
受
け
て
書
写
し
て
い
ま
す
。

　
長
善
房
祐
宜
は
、
下
野
国
の
出
身

で
紀
伊
国
の
高
野
山
金こ

ん
剛ご
う

峯ぶ

寺じ

・
根ね

来ご
ろ
寺じ

、
京
都
の
醍
醐
寺
な
ど
で
教
学

の
修
習
を
し
た
学
僧
で
、
慶
長
十
年

（
一
六
〇
五
）に
真
言
宗
智
山
派
の
本

山
智ち

し
ゃ
く
い
ん

積
院
の
二
世
住
職
に
就
い
た
高

僧
で
す
。
祐
宜
は
天
正
七
年
に
上
方

か
ら
下
野
国
に
く
だ
り
、
天
正
十
六

年
ま
で
金
剛
定
寺
の
住
持
と
な
り
、

以
後
は
岩
城
の
薬
王
寺
（
い
わ
き
市

四
倉
町
）
の
住
持
と
な
り
ま
す
。

　
祐
宜
・
祐
俊
の
師
弟
の
行
動
が
ほ

ぼ
重
な
る
こ
と
か
ら
、
祐
俊
は
上
方

で
学
ん
だ
後
、
師
の
祐
宜
と
と
も
に

下
野
国
に
く
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま

す
。
天
正
十
一
・
十
二
年
に
京
都
の

醍
醐
寺
光
台
院
の
高
僧
亮
淳
が
布
教

の
た
め
に
関
東
・
東
北
に
下
向
し
た

時
に
、
祐
俊
が
右
筆（
書
記
僧
）を
つ

と
め
た
の
も
、
認
め
ら
れ
た
高
い
学

識
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

祐
俊
の
学
問
と

　
　
書
物
を
求
め
る
旅

　
祐
俊
は
、
天
正
十
三
年
か
ら
十
九

年
ま
で
常
陸
国
下
妻
、下
総
国
結
城
、

上
野
国
佐
貫（
板
倉
）、武
蔵
国
羽
生
・

菖
蒲
、
下
野
国
足
利
の
各
地
を
訪
れ

て
書
写
し
て
い
ま
す
。

　
と
く
に
足
利
で
は
覚
本
寺
（
栃
木

県
足
利
市
田
島
町
）
の
秀
海
に
師
事

し
て
さ
か
ん
に
書
写
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
天
正
十
五
年
に
上
野
国
で

『
神
皇
正
統
記
』を
、
天
正
十
八
年
に

足
利
で『
和
漢
朗
詠
集
私
註
』を
書
写

し
て
い
ま
す
。
長
年
求
め
て
い
た
書

物
を
や
っ
と
手
に
で
き
た
喜
び
を
奥

書
に
記
し
て
い
ま
す（『
拾

し
ゅ
う

古こ

鈔し
ょ
う』

瀧

泉
寺
蔵
）。

　
そ
の
後
上
方
に
の
ぼ
り
、
文
禄
二

年（
一
五
九
三
、
四
十
六
歳
）に
大
和

国
長
谷
寺
、
翌
年
に
伊
勢
国
金
剛
証

寺
を
訪
れ
て
書
写
し
て
い
ま
す
。

　
二
度
目
の
下
向
は
、文
禄
五
年（
一

五
九
六
、
四
十
八
歳
）
に
東
白
川
郡

で
書
写
し
た
時
か
ら
で
、
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
、
四
十
九
歳
）に
龍
福
寺

（
南
会
津
町
糸
沢
）で
書
写
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
甚じ

ん
堯ぎ
ょ
う

房ぼ
う

俊し
ゅ
ん

雅が

と

名
の
っ
て
い
ま
す
。

　
慶
長
十
二
年（
五
十
七
歳
）に
岩
城

の
薬
王
寺
で
書
写
し
た
か
と
推
測
で

き
る
写
本
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
も

会
津
周
辺
に
滞
在
し
た
た
め
、
多
く

の
書
物
が
残
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、以
後
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

祐
俊
が
残
し
た
文
化
遺
産

　
こ
の
よ
う
に
祐
俊
は
、一
か
所
に
と

ど
ま
る
僧
で
は
な
く
、
仏
教
や
文
学

の
学
問
を
求
め
て
旅
ゆ
き
、
書
物
の

書
写
を
続
け
た
学
僧
で
し
た
。
天
正

十
一
年
三
月
九
日
に
、「
鶯
や 

け（
今
日
）ふ

か
ら
お
れ
も 

旅
の
人
」（『
秘ひ

蔵ぞ
う
宝ほ
う
綸り
ん 

巻
下
』自
在
院
蔵
）と
、
祐
俊
が
み
ず

か
ら
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
旅

と
筆
の
功
績
に
よ
っ
て
、
今
日
ま
で

多
く
の
書
物
が
文
化
遺
産
と
し
て
残

っ
た
の
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
天
下

の
孤
本
（
世
界
の
ど
こ
に
も
所
蔵
が

な
い
唯
一
の
書
物
）
で
あ
る
『
乾け

ん
坤こ
ん

塵じ
ん

砂さ
し
ょ
う鈔

』（
禅
と
密
教
の
教
理
書
、

瀧
泉
寺
蔵
）
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師

久ひ
さ

野の

　
俊と

し

彦ひ
こ
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